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1.はじめに

近年、秋田県の転作作物として大豆の作付けが増加し

ており、その作付面積の80%以上が「リュウホウ」であ

る。「 リュウホウ」の作付面積の増加に伴い、コンバイ

ン収穫が進んでいるが、「 リュウホウ」は成熟期以降の

茎水分の低下が緩慢であり、コンバイン収穫に適する茎

水分が50%以下になるまでに日数を要することから刈
り遅れが問題になっている。そのため、成熟期が早い品

種、あるいは速やかに茎水分が低下し、早期にコンバイ

ン収穫できる品種が求められていた。本報では2003年に

秋田県の奨励品種に採用した、「 リュウホウ」並の成熟

期である「おおすず」について、秋田県における栽培特

性及び茎水分の低下について検討した結果について報告

する。

2.目験方法

試験 1 大豆奨励品種決定試験における「おおすず」の
特性

(1)試験年次 2000～ 2002年

(2)試験場所

秋田農試 (雄和町)、 表層多腐植質黒ボク土

秋田県内現地試験 (比内町・能代市・太田町)

(3)耕種概要
1)秋田農試  前作  麦類

播種日 標準 5月下旬
晩播 6月中旬

2)現地試験
比内町  前作 大豆 (連作2～3年 )
能代市  前作 大豆 (連作2年 )
太田町  前作 大豆 (転換1～2年 )
播種日はいずれも農家慣行 (5月下旬)

3)調査項目 生育及び収量、品質他

試験 2 成熟期後の茎水分の推移
(1)試験年次 2002年

(2)試験場所 秋田農試転換1年目圃場
(3)播種日  5月 23日
(4)成熟期  おおすず  10月 9日

リュウホウ 10月 8日

(5)調査方法

おおすず及びリュウホウについて成熟期後、 7日 ごと

に1区につき2株4本 (各品種2反復)を子葉節からサンプ

リング。子実及び葵を除く地上部について、細かく切つ

て乾燥機 (80° Cで 3日 間)で乾燥させ、その後重量を計

測した。

試験3 成熟期後の子実の障害粒について
試験2においてサンプリングした株の子実について、

障害粒発生の推移を調査した。調査項目としては、 正
常粒、変質粒、裂皮粒、しわ粒とした。

3.餞験結果及び考察

(1)開花期は、「おおすず」が「 リュウホウ」よりも2

日程度早く、成熟期はほぼ同じであつた。主茎長は「 リ

ュウホウJよ り短く耐倒伏性は「リュウホウ」並に強い。

分枝数は同程度であるp子実収量は「 リュウホウ」と同
程度であり、百粒重は「リュウホウ」より大きかつた。

葵数は「リュウホウ」に比べやや少ない。晩播における

「おおすず」の成熟期及び子実収量は「 リュウホウ」と

同程度であつたが、「おおすず」は百粒重の低下が少な

く、晩播適性があるといえる。品質は「リュウホウ」並

であつた (表 1)。

現地試験では、「おおすず」の子実収量は各試験地と

もに「 リュウホウ」とほぼ同程度であり、百粒重は大き

く品種の特性が表れている (図 1)。

(2)成熟期後の茎水分の推移については、2002年は成

熟期以降に降雨が多く、茎水分が低下しにくい年であつ

た。対照品種の「 リュウホウ」は、成熟期から8日後に

は茎水分が60%程度であり、その後も降雨の影響により、
茎水分の低下は緩慢であつた。これに対し、「おおすず」

は成熟期から8日後にはコンパイン収穫可能となる茎水

分50%以下になつた。その後も茎水分が低下し、成熟期
から13日後には40%以下まで低下した (図2)。

(3)試験2で採取した子実について障害粒の調査した結

果、 しわ粒や腐敗等の変質粒の害」合が、「 リュウホウ」
はその害J合が低く推移した。「おおすず」は成熟期から1

4日後までは低いが、22日 後には47%程度まで増加し、

品質が著しく低下した。(図 3)。

4.ま とめ
秋田県の大豆新奨励品種「おおすず」は「 リュウホウ」

並の成熟期と子実重であり、百粒重が大きい大粒である。

また、「おおすず」は「 リュウホウ」に比べ、成熟期後

の茎水分の低下が速やかであり、収穫が「 リュウホウJ

より早まり大豆の作期の前進が図られる。しかし、メJり
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遅れによる品質低下を防ぐため、成熟期から14日後頃ま

でに収穫することが必要である。

「おおすず」の作付適応地帯は県JL部を中心とする県内

全域で、秋田県における「おおすず」の作付面積見込み

は1000h aである。栽培上の留意点は、べと病に罹病し

やすいことと、排水の良好な圃場を選定し連作は避ける

ように勤める。
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表 1 秋田農H浜動品種決定調査における「おおすず」の特性  (2000～ 2002年 )
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図1現地調査における子実重と百粒菫
(2¨～2002■までの3年目の平均)
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転換畑における蔵熟期後の障害種の推移(教口農試 :2002)
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